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●2022 年度 学校推薦型選抜（公募推薦）小論文課題 （800 字以内）

2019 年 3 月に新学習指導要領が公示され、子どもが主体的に学ぶことが重要となった。
主体的な学びを引き出す条件として、動機付け・価値・期待があげられる。この条件の中の
期待とは、やれそうだという期待のことで、「自己効力感」*とも関係があるが、日本青少年
研究所が 2008 年に実施した国際調査によれば、日本の子どもたちの自己効力感は相対的に
みて低いことが明らかとなった。 
以上のことを考慮すると、主体的に学ぶ子どもたちを育成するには、自己効力感を高めて

いくことが大切となってくる。そのために、教師は学習面においてどのような指導を行って
いけばよいか、自分の経験を踏まえて考えを述べよ。 

*「自己効力感」とは、Bandura（1977）が唱えた概念で、人が何かの課題に対処するとき
に、それをどのくらい効果的に処理できると考えているか、という認知のことである。
簡単に言えば、何かの行為に対して「自分はうまくできる」という、自分の能力について
の期待や自信・確信のような感覚のことを指す。



2023年度 公募推薦 小論文 

第 66回学校読書調査報告（全国 SLA研究調査部）（機関誌『学校図書館』2021年 11月号） 

上記のグラフは、全国学校図書館協議会と毎日新聞社が共同で、全国の小・中・高等学校の児童生徒の読書状況

について調査を行ったものです。 

このグラフを見て、小・中・高校生の読書に対するどのような傾向が読み取れますか。 

また、小・中・高校生の読書に対してどのようなことが問題で、その問題点の背景や具体的な解決策を、自分の

経験や社会の様子なども踏まえながら、考えを述べなさい。 

（教育学部）

https://www.j-sla.or.jp/kikanshi/mokuji/202111853.html

